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〇「逃げ遅れゼロ」実現に向けた河川情報に関する動画(7/29にプレスリリース、8/2に記者会見を実施。)
⇒長野放送(8/5の夕方のお天気コーナーで紹介)、信濃毎日新聞(9/2の21面に記載)、読売新聞(8/17の23
面に記載)、長野市ケーブルテレビ(8・9月に放送)、飯山市ケーブルテレビ(8・9月の放送)、YouTubeで動画公
開(視聴回数330回)
〇「マイ・タイムライン」の作成・活用に関する動画( 3/22にプレスリリース、3/28に記者会見を実施。)
⇒信濃毎日新聞(3/30の20面に記載)
各地域における住民自治協議会などの総会等で動画資料を視聴いただき、逃げ遅れゼロに向けた防災意
識の向上が見込まれる。

今後の方向性
作成した動画を地元地区の総会やケーブルテレビなどを通じて多くの方に視聴いただけるよう、
SNS等で発信していく。
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成　果　指　標 目標値 成果 達 成 状 況

動画の視聴回数 1,000回
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（単位：円）

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額 備考

広報用動画の制作 モデル流域別の動画制作 547,250
・「逃げ遅れゼロ」実現に向けた河川情報
・河川情報と「マイ・タイムライン」
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（目指す姿）

長野地域のエリア･河川をモデルとした河川情報に関する広報用動画を制作し、河川の情報の理
解と利活用を図り、「逃げ遅れゼロ」の実現に向け住民の防災意識の向上を目指す。

現 状 と
課 題

　近年、頻発･激甚化する水害において、避難の遅れによる孤立や人的被害が発生している。令
和元年東日本台風でも、長野市等において1,700名を超える住民が救助されるなど、いかに早く
避難行動をとっていただくかが大きな課題である。
　県では、住民避難の判断につながる取組として、危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラの
設置による河川情報の強化･発信に取り組んでいる。しかしながら、これらの情報について、住民
の皆さんに十分に認識･活用されていない状況である。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

○河川の情報【水位・雨量・カメラ映像・ハザードマップ等】に関する広報活動
　本年度、広報動画の１本目として、「「逃げ遅れゼロ」実現に向けた河川情報に関する方法動
画」を制作し、既に広報しているが、更に広報動画の２本目として、「県で配信している信州防災
アプリにおける個人の避難計画「マイ・タイムライン」と河川情報に関する動画」を制作し広報す
る。

事業期間 令和４年４月 令和５年３月

実 施 機 関 長野建設事務所・須坂建設事務所・千曲建設事務所
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長野建設事務所 計画調査課

事 業 名
「逃げ遅れゼロ」実現に向けた河川情報に関す
る広報

026-234-9540

choken-keicho@pref.nagano.lg.jp

令和5年4月27日

横断的な課題 災害に強い地域づくり

地域重点政策 防災・減災に向けた取組の推進 長野地域振興局
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